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鉛摂取量について検討を加えたので報告する。
1. は じめ に
 カ ドミウムおよび鉛は人体に とって有害な重金属





大気汚染などから,食 物摂取を介 して体内へ取 り込
まれることが知 られている1)0イ タイイタイ病はカ
ドミウムによる環境汚染の結果発生 した病気 として
記憶 されている。一方,鉛 は鉛管,陶 磁器,ガ ラス,
プラスチ ック容器か らの溶出お よび有機鉛添加ガソ
リンの燃焼排気 ガスなどによる道路周辺農作物の汚





健康を考 える上に非常に重要 な事である3・4)。我 々
は,陰 膳方式食物収集に よる日本人の栄養調査を,
1977年 か ら1981年 に行い,そ の第1次 調査の結果を
踏 まえ,1991年 か ら第2次 栄養調査5)を 開始 した。






 日本各地の重金属汚染のない地 区,特 に農村地区
を調査対象と した(表1)。 第1次 調査につづいて
第2次 調査 も同一地区を選び,カ ドミウムおよび鉛
の食事か らの摂取 の経年的な比較 を行 った。第2次




 調査対象各個人の1日(24時 間)に 摂取 したもの
と全 く同じ食事の複製(陰 膳)を つ くってもらい収
集す る。その際,間 食,ジ ュース,茶,飲 料水など
もすべて収集 した。検体は普通の 日の食事を採取 し
て,正 月,誕 生 日,結 婚式などの社会的行事による
特別 な食事は除外 した。
 食事採取のためのプラスチ ック容器はあらか じめ
よく洗浄 し,酸 処理 と再蒸留水洗浄を行い,収 集す
る食物成分に全 く影響のない ことを確認 した。朝食,
昼食,夕 食,間 食,飲 料水などをそれぞれ主食,副
食,汁 物などに分けて収集 した。
 食事摂取内容は,あ らか じめ配布 した献立調査用
紙に記入 して もらい,食 事検体持参時にチ ェックし
て,記 入不備や,そ の地区特有の食事,食 品などに
っいて材料,調 理法を聞き取 り補足 した。別に米,
醤油,味 噌,飲 料水なども収集 して,食 品成分分析
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表 1 く調査地域と対象人数〉
県 名 地区名 対象人数 男 性 女 性
岩 手 大迫町 86 86 
r邑ム司. 城 河南町 10 10 
桃生町 15 11 4 
秋 保 19 4 15 
南光台 20 20 
一 重 南勢町 63 15 48 
山 口 徳地町 14 11 3 
f中 縄 美 里 25 14 11 
宮 古 22 22 





























男性では最高値 114.6μ~g/ 日，最低値 4.8μg/ 日
で， ピーク 5~10μg を示し，幾何平均値(幾何標
準偏差)は 25.0μ~g/ 日(1. 90) であった。女子で
カドミウム(μg/日)
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は最高値 186.6μ~g/ 日，最低値 2.8μ'g/ 日で，
グ 10"'-'15 ，ugを示し幾何平均値(幾何標準偏差)
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表 7 カドミウム 1日摂取量:第1次と第2次調査の比較
GM (GSD): N 
県名 地区名 減少率(%)
1980 1990 P 
宮城 桃 生 82.6 (1.46) : 10 38.3 (1.68) : 1 ** 53.6 
秋 保 37.8 (2.54) 9 19.4 (1. 07) 4 # 48.7 
山 口 徳、 地 49.4 (16.7) : 20 29.6 (2.09) : 1 * 40. 1 
沖縄 美 里 34.7 (1.19) : 10 20.1 (1.74) : 14 ** 42. 1 




1980 1990 P 
宮域 南光台 21.5 (1.66) : 20 22.3 (1.86) : 20 3.7 
河 南 44.0 (2.26) 7 29.0 (1. 53) : 10 # 34.1 
秋 保 27.4 (2.01) : 14 16.9 (1.48) : 15 * 38.3 
沖縄 美 里 29.2 (1.43) : 1 14.0 (1.56) : 1 * 52.1 
宮 古 30.1 (1. 39) : 10 26.2 (1.97) : 2 13.0 
全 体 30.4 (1.75) : 62 21. 7 (1. 68) : 78 ** 28.6 
GMの単位 :μgj日
** P<u. 01， * P<O. 05 
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GM の単位 :μ~gj 日
山口
1日摂取量の地域差鉛表9
GM の単位 :μ~gj 日男性




































































































































































GM (GSD): N 
県名 地区名 減少率(%)
1980 1990 P 
宮城 桃 生 66.1 (1. 54) : 10 14.8 (1. 79) : 1 # 77.6 
秋 保 21. 7 (1.63) 7 9.3 (1. 22) 4 * 57.1 
山 口 徳、 地 29.5 (1. 78) : 20 15.7 (1.59) : 1 ** 46.8 
沖縄 美 里 17.4 (1.91) : 10 9.7 (2.56) : 14 # 44.3 
全 体 29.9 (2.05) : 47 12.4 (1. 79) : 40 ** 58.5 
く女性〉
GM (GSD): N 
県名 地区名 減少率(%)
1980 1990 P 
宮城 南光台 22.0 (1.83) : 20 15.4 (1.55) : 20 # 30.0 
河 南 44.4 (1. 47) 8 12.8 (1.42) : 10 ** 71. 2 
秋 保 25.3 (1.42) : 15 12. 3 (1. 66) : 15 ** 51. 4 
沖縄 美 里 28.5 (1.59) : 1 7.0 (2.45) : 1 ** 75.4 
宮 古 17.2 (1.36) : 10 8.9 (2.69) : 22 # 48.3 
全 体 25.0 (1. 70) : 64 11.3 (1.95) : 78 ** 54.8 
GMの単位 :μgj日























































































では最高値 114.6μ~gj 日，最低値 4.8 f1gj日で，対
数正規分布を示した。幾何平均値(幾何標準偏差)

















何標準偏差)は 12.1μ~gj 日(1 .93) であった。
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